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î
^̂

m
^
il&
^
^
^
s
^
g
s

r̂
:#
s
-r
t
 

Î
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11

笊

十

饴(

H

九
〇}

雜

錄

坑

阈€
赀
米
放
资
间
妝
.じ
關
寸
る
规
猫
一
啟
S

:
城

喪
失
す
る
こ
^
あ
る
双
®
證
狳
を
資
却
す
る
權
利
を
政 

府
R
nE
し
、
ぬ
己
の
手
に
在
^
圾
合
^
は
、
決
し
て
賣 

却
せ
ざ
る
偎
格
を
以
て
、
H
却
せ
ら
れ
ん
か
ヽ
二
分
五 

施
の
割
咐
金
は
何
等
の
®
籍
た
る
能
は
ず
。
是
れ
齊
通 

の
株
式
に
放
资
す
る
も
の
多
き
信
記
會
社
が
政
府
の
計 

ar
を
歡
迎
せ
す
、
愤
^
を
所
布
す
る
こ
ビ
多
き
保
險
货 

社
が
之
を
歡
迎
t
る
所
以
な
ぅ
。

荻
に
於
て
か
、
如
上
の
缺
點
を
補
ふ
爲
め
に
、
政
府 

の
計
®

に
對
し
て
"

嵇
々
の
修
正
說
主
張
せ
ら
る
。
.其 

1

は
政
府
を
し
て
證
券
資
却
の
代
怊̂
し
て
、
X

此
の 

愤
格
を
所
有
^
に
保
證
せ
し
め
ん

V
J

す
る
も
の
な
れ
•ど 

も
"
斯
の
如
き
は
國
庳
に
不
定
の
负
擔
を
加
へ
ん
ど
す 

る
も
の
に
し
て
、
到
底
赞
行
す
可
か
ら
ず
。
節
ニ
案
は 

說
#
所
布
潴
を
し
て1〗

简
年
を
沏
し
て
證
芬
を
锊
却
せ 

し
め
、
ニ
馏
年
の
末
に
於
て
、
楚
等
證
芬
に
代
つ
て
、 

交
付
せ
ら
れ
れ
る
政
府
證
券e
引
換
に
還
付
す
る
：か
丨‘

 

X
.
は
還
# .

せ
ざ
る
©

合
に
'

k
r

公
正
な
る
賠
償
を
與
ふ 

を
も
0

に
し
て
>

_

1
深
.資
却
S

證
券
®
記
匕
を
折
衷
し

i

^
_る
*

沈
な
*
0
.
.
rし
て
®1n

案
は
政
府
:̂

提
|1
1

ぞ
.ら
' 

れ
だ
る
證
芬
を
赞
洲
し
、
喪
却
の
時
機
方
法
を
決
免
す 

る
委
員
會
を
.紕
織
し
、
信
託
#
«:
保
險
曾
®

雜
に
證
券
、
 

を
所
府
す
る
#

社
の
代
表
济
を
委
负
に
加
入
せ
し
め
ん'
 

V
J

す
る
も
の
な
b

。

最
後
に
米
货
說
称
の
所
有
^
が
阈
服
に
提
供
し
た
る 

證
券
に
對
し
て
、
交
付
せ
ら
る
、
國
煺
似
券
の
條
件
R
、 

就

て】

言
す
可
し
。
昨’年
十
^

末
四
分
五
風
利
付
跟
事. 

公
®

の
全
额
拂
込
濟V」

爲
卩
て
以
來
"

英
國
は
S

&
大 

if
r
t

ir
f
.̂

の
ぞ
匈vj

诚
/^
^

抑
仍
入
金
の
^

達
^
に
依 

て
w
f事
数
を
支
辨
す
る
の
方
針
に
出
で
た
る
が
”
大
藏 

省
證
芬
に
對
す
る
餛
要
は
共
だ®
に
し
て
，
昨
年
十
一
一' 

月
中
洵
に
於
け
る
現
茌
高
は
三
.億
觅
千
八
百
三
十
九
海 

四
千
磅
の
多
き
に
上
れb
。
斯
く
大
藏
济
證
券
に
對
す 

る
®r
要
の
大
な
る
は
、
多
數
の
人
汉
が
短
期
間
放
資
を 

爲
す
爲
め
：

r

短
沏
の
饊
券
に
應
截
す
る
の
意
.赚
な
る 

を
示
す
も
の
に
外
なS
ず
。
此
©

求
に
應
す
る
爲
め
、 

政

府
.«
英
關
酿
行
を
し■

て
、
五
分
'利
付
、

千
九
西
； 

十
年
十1

1

月
：1
,
'日
偾
還
0

國
庵
侦
券
を
賣
.出
さ
し
む
る 

こ
ど
に
‘決
定
し
た
る
も
0-
な
6

。
同
證
释
の
短
沏
&
,
し 

で
、
又
.他
日
.長
.期
公
憤
の
發
行
せ
旮
る.、
場
合
に
は
、
-
.

額
®

®

格

を'以

：
て
§

^

t

R

代
川
す
る
を
得
る
.の
事 

^

は
_

ら
市
偎
を
維
持
す
る
忙
足
る
.に

加

へ

て

"

此

證

券

.
に

對

し
て
は
？
.现
在
並
に
將
來
の
.粗
稅
'を
免
除
ず
る 

>

し
 ̂

\し
た
4
。
即
ち
'政
府
が
國
庳
侦
称
'の
市
憤
を
維 

持
す
る
に
就
て
來
2
心
す
る
所
少
な
炉
ち
ざ
る
-0
狀
々
知
一 

る
に
足
る
可
く「

思
ふ
に
眺
日
有
利
な
る
條
.件
.を
以
て
、

提
期
公
馈
の
發
行
せ
ら
る
、
場
合
に
は
，
短
期
の
國
-

\ 

庫
偾
券
は
長
期
公
慠
の
挪
込
命
に
.
供
用
せ
ら
れ
、
.以
て 

市
憚
の
維
持
に
資
ず
令
の
政
策
行
は
る
、
こV

J.

爲
る
可 

し
*

之
を
大
體
の
情
勢
ょ
&

打
箅
す
る
ど
き
は
？
中
立 

國
に
し
て
、
戦
時
、
戦
後
を
®
じ
て
鏃
濟
社
會
に
繁
榮 

を
來
す
可
き
米
阈
の
葙
惯
證
芬
殊
に
採
式
は
市
惯
の
廳 

貴
を
見
る
可
き
に
反
し
、
交
戦
國
た
る
英
國
の
公
債
fi
t

| 

®

は
今
後
低
落
す
な
を
^

か
れ
ざ
る
可
し
。
然
る
に
英 

國
は
資
本
家
に
阳
り
て
惯
袼
の
騰
貴
す
可
き
も
の
を
揿\

 

て

、

典

低

.落

す

可

き

も

の

を

取

ら

し

め
ん
.、ヒ
す
。
是
れ 

英
國
の
對
米
放
資
囘
收
に
横
.は
る
類
關
に
し
て
、
S

' 

が
米
國
荷
馏
證
猡
に
代
つ
て
、
資
本
家
に
交
#

す
る
，公 

r

愤
の
市
慨
を
維
持
す
る
に
考
]1

す
る
も
の
.

6
る
所
以
な 

r

る
可
し
r

雖
も
1

染
P

て
：

P
S
1

的
を
逆
す
な
.や
否
や
疑 

f

な
き
能
は
ざ
る
な
b

,

.
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馆
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2九
一)

雑 

0 

^

1

^

^

:
パ

：
村
甶
岩
次

：

郧
i

»

衆
溺
院
墦
等
諭
^
其
の
限
界 

貴
衆
雨
.院
平
等
論
に
日
(;
%

.

通
族
院
の
獨
立
は
我
が
憲
法
の
#
色

に
し
て
.、詉
法 

0'
,錄
神
が
之
ぞ
政
府
並
に
衆
議
院
の
權
威
腿
返
の
外 

’.

に
_.獨
#
也
し
め
.、
'、以
て
滋
法
運
用
の
機
能
を
全
ぅ
せ 

じ
か
^
ぬ
欲
す
る
.に
在
る
と
甚
だ
明
白
な
り
;
°隨
て 

'又
上
下
酩
院
は
興
の
權
能
に
於
て
對
箏
な
ら
ざ
る
可 

か
ら
ず
。
カ
同
匕
か
ら
ざ
れ
ば
相
制
す
る
こ
ビ
を
得 

食
。
是
作
1
1歐
制
度
枧
本
0.
1
耍
漱
の
然
炉
ら
し
0
る 

所
、
興
議
4>
る
可
か
^v

ざ

仏

な

云

々
 

.吾
火
ご
_
も
大
徼
凇
於
1
法
理
上
は
财
院
平
等
の
腺 

則
を
承
^
す
る
紀
の
な
作
ど
も
、
_
法
上
兩
院
が
唞
等

に
収
錄
ぼ
れ
.ざ
.
5三

郷

の

'
版

も

览

大

ば

る

場
^ .
み

る
：̂

. 

.IV 

、
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fi-
.二

，

九

溜

^

一



•

m
十
怨(

H
九
ニ)

雜

錄

W
鋳
i
 

.ビ
k

®
意
せ
ざ
る
；̂
か
、ら
す
マ 

〈

■

1

:
}患
法
第
三
十
四
條
に
依
$
*
胤
院
0
構
成
は
* 

族
院
令
な
る
«
令
を
以
て
.起
，め；
& 

.

.

從
' つ1て
*
族 

.
讀
の
改
芷
に
就
い
.て
は
衆
議
院
之
：に
.關
興
す
る

能 

«
ず
。
然
る
に』

^
は
ら
ず
衆
議
院
の
«
成
1
遨
法 

ffifll

十
五
條
の
矩
む
石
；所
^
侬
ガ
選
擧
法
な
る
法
律 

を
以
て
定
め
&
れ
，
從
つ
て
®
擧
法
の
改
疋
に
就
い
. 

て
は
貴
族
院
之
^
猜
極
的
關
與
を
爲
ず
こ
ど
を
#
。. 

〈

ニ)

璐
法
第
六
十
沉
條
に
侬
1
豫
^
^
は
齚
に
衆
_ 

|%
に
提
出
せ
ら
る
可
き
も
の
な
ぅ
。
此
の
«
^
は
一 

ノ
见
豫
鈴
案
提
出
の
)M序
を
定
，め.た
':る：に
過
ぎ
ざ
る
が 

,
如
き
も
"
斯
ぐ
解
す
る
は
皮
相
-の
見
な
办
。」

m
法
に 

於
て
#

R
か
、
る规

^
を
設
げ
た
る
は
豫
算
に
.對
す 

.

る
衆
議
院
の
意
嚮
を
t
ff
i
せ
•し
め
ん
が
爲
め
な
ら
す
. 

ん
;w
:
cf
>
ら
中
。
恭
し
然
ら
ず
ど
せ
ば
衆
議
院
.の
豫
^
; 

先
議
.様
は
無
.意
_
な
ト
。
.節
潔
を
旨
贫
す
る
滋
法
が 

.

«

y
か
\
る
無
意
美
の
规
足
を
設
け
.
^
tど
.は
脅
人 

:ゅ
解
^
;る
能
ば
ざ
る
.所
な
^
^
‘ 

？

さ
.れ
.'«•
遨
法
義
解
に•

1

敬

o

ー
も
^
豫
箅
議
案
.ヲ

以

：
カ-

^
餘

.
モ

撒

究
/'
樣
柩
デ
仗 

'.
.

シ
>

ム
> 
蕺
豫
箅
ヲ
；_
M

'

%ス
政
府
ィ
财
搽
ト
國
敗' 

ノ
生
計
ド
ヲ
對
照
シ_

々
顧
應
ン
：：豐
膨
ノ

「

程
度
ヲ
#
 

★

シ
み

,
f
舉
ス
ハ
.此
K
乃
衆
民
,
公
選
ニ
依
ジ
成 

立
ス
ル)

代
議
* :
/-
.職

伍
-.
於
名
*
^
切
九
又
ト
み
ゲ 

所
ナ
ジ1

を
解
說
.

ダ
？
憲
法
義
解
の
見
總
べ
てI
 

:
ず
じ
も
信
據
す
可
か&-
.れ
ご
®

^5

、
.右
の
！i
w

^

t
 

‘
锻
に
當
れ
-

信
中
'

(

三) 

>衆
_
院
に
解
散
あ
る
も
货
族
院
に
_
散
な
し
す 

是
れ
爾
院
組
織
；の
相
巡
ょ
.

CS

來
る
當
然
の
結
跟
に
し 

•て
>
憲
法
第
四
十
四
袭
第
ニ
琅
に「

衆
■
!%
,解
散5 K

 

命
セ
ラy

タk

ト
キ
々
貴
族
院

、ノ
同
時
ニ
停
#
セ
f 

ル
へ
シ」

'-
'
ど
6
る
所
以
^
ぅ
'
此
の
|事
亦
懑
政
上 

$
大
の
意
醆
を
有
す
ノ
政
府
劳
し
衆
饑
院
が
賢
際
 ̂

A
K
の
意
嚮
を
代
表
せ
ず
ど
認
队
ん
か
、
衆
.議
私
於 

解
散
し
て
國
民
に
H/
F
ふ
る
こ
ど
を
得
べ
し
。
而
し
て 

熵
®
前
の
議
院
.0
多
數
1
が
依
然
e
し
て
»
^
t{c

.k 

I 

I
<. 

I 

» 

k 

r
- 

k 

I 

#1
 

-1l
-«
* 

t .:■/
 

k 

V
» 

» 

.“_■ 

\ 

'I
 

.
J 

• >■
 

*

於

議.
院
の:
多’
數t
な
る
1C
於
て
は
，内IIi
大Hi

I1

|
m ■
wa

は
連
袂
辭
職
の
外
な
が
る
ベ
も
。
是
に
，於
て
乎
則
ぢ 

衆
議
院
の
權
威
有
-V。

然
&
而
し
て
是
れ
衆
議
院
に 

.解
散
あ
る
の
®
な
办
*

.

1
1

貴
族
院
表
勢
論
,

前
述
の
如
く
"
懑
法
の
法
理
並
に
精
神
ょ
i
し
て
貴 

衆
兩
院
が
必
ず
し
も
對
當
0
地
步
に
在
i
s
云
ふ
を
得 

ざ
る
て
ど
明
か
な
b
。
仍
て
吾
人
は
次
の
如
き
慣
例
の 

作
&

れ
ん
こ
ど
を
切
蓮
し
て
已
ま
ず
。

(

一)

•
S

院
選
擧
法
の
改
正
に
關
し
て
は
、
貴
族
院 

は
衆
議
院
の
院
.議
M
i
»
し
て
之
が
修
正
否
決
を
差 

按
ふ
る
こV

。

(

•ニ)

.豫
箅
.案
に
關
し
て
は
、
貴
族
院
は
.修
疋
を
加
へ 

.

.

.す衆
議
院
を
通
過
し
た
る
豫
算
案
を
無
條
件
に
て
可 

決
す
る
こ
^
‘

(

三)

，.
1般
の
議
案
に
.關
し
て
は
、
衆
議
院
が
引
續
き 

.
三
15
可
汉
し
^
る
議
案
.を
貴
族
院
は
.其
の
嫌
可
決
す 

る
こ
ど
。

.

英
國
に
於
て
は
國
會
法
の
規
定
に
依
6
貴
族
院
の
.金
1

餌
十
怨
.(

三
九
三
：

)

雜

錄

貴
衆
雨
晓
餘：.

餞
法
案
並
['
:

1

般
讓
案
代
對
す
る
拒
否
權
を
制
限
し| 2 

P

。
我
國
に
て
.
は
議
院
の
.

«

成
ば
之
を
憲
法
附
_
の
法 

令
を
以
て
規
定
し
、
.其
の
權
能
に
就
て
は
憲
法
の
條
规 

之
を
明
記
せ
る
を
以
て
法
律
上
ょ
々

1

院
の
權
能
を
制 

一
限
せ
ん
ど
欲
せ
ば
憲
法
の
改J E

を
必
要
ど
す
。
固
ょ

 々

憲
法
の
改
正
は
濫
办
行
ふ
可
か
ら
ず^

雖
も
"
國
家
の 

必
要
に
應
じ
て
之
を
爲
す
は
固
ょ
り
妨
げ
ず
。
唯
憲
法 

を
以
て
貴
族
院
の
權
能
を
制
限
す
る
は
貴
族
院
ど
し
て 

.

は
忍
ぶ
可
か
&

ざ
る
所
な
る
べ
し
。
是
れ
即
ち
吾
人
が 

形
勢
玆
に
到
る
に
先
ち
て
貴
族
院
を
し
て
如
上
の
好
惯 

例
，を
作
ら
し
め
ん
こ
を
切
望
す
る
所
以
な
-CV。

惟
ふ
に 

國
會
開
設
以
來
政
治
は
時
に
進
む
が
如
く
ノ
時
に
退
く 

が
如
く
、
未
だ.
格
段
の
進
境
を
示
さ*

ど
雖
も
"
將
來 

1

に
.
於
け
る
立
憲
思
想
の
發
達
が

：

立
憲
制
度
の
上
代
如
何 

‘

な
る
.
.影
響
を
及
ぼ
す
可
含
や
フ
_
者
の
用
意
を
怠
る
可 

か
&
ざ
る
所
の
問
®
た
办
。

' 

0

貴
族
院
の
搆
成 

.
:

現
®

の
：貴
族
院
の
稱
成
に
つ
い
て
は
改
正
を
喪
す

'

婼

三

锶

 

r

ニ一



馏

十

怨
(

三
九
四)

雜錄，

货

議

籠

る
點
少
な
し
ビ
せ
ず
。
吾
人
の
泰
望
す
る
.改
芷
要
件
左 

の
如
し
0

,

(
1
)

公
侯
爵
を
し
て
當
然
貴
族
院
議
員
た
.ら
し
む
る 

の
制
度
を
廢
す
•
.

(

ニ)

同
®
互
選
翁
度
を
廢
す
*

(

三)

.
有
爵
漭(

同
爵
異
®
を
問
は
ず)

を
し
て
選
擧
團 

體
を
組
織
#
し
む
。
圆
體
員
の
.
«
に
定
限
を
說
け
ず 

有
爵
議
員
の
定
數
を
各
選
擧
團
體
の
員
數
に
比
例
し 

.

.て
分
配
す
。
各
園
體
の
代
表
者
は
务
圈
體
員
の
互
選 

•
に
依
つ
て
決
す
。

パ
：

(

，四)

，
有
馓
«

*
の
總
數
を
勅
選
®
員
の
總
數
以
下
^

.̂
9 
0 
,

<
五)

.
貴
族
院
令
第
五
條
第
二
.項
の
制
限
"
即
ち
#
選 

終

身

議

員

に

對

す

る

制

限

を

撤

廢

す

タ

：
• 

(

六)
「

五
k

び「

八」

の
常
然
の
結
果
ど
し

て
貴
族
^
 

令
第
七
條
の
制
限
、
即
ち
勅
選
終
.身
_
員
及
び
多
額 

.納
稅
議
員
の
總
數
を
し
て
布
#
議
員
總
數
R
超
過
せ 

.^
■
■̂
ざ
る
‘の
制
限
を
掀
廢
す.-
'
®
.
.

ノ 

S
1

ニ 
5

(

七)

：
官
斑
に
じ
.
て
貴
1

議
員
^

も
の
は
勅
遺
議
員
總
數
のI

一
一
分
の
.

〗

を
超
過
す
る
，」

:

ビ
を
得
中
。

: 

,

,

| 

<

A

>

.多
額
納
稅
議
員
を
廢
す
。

(

九

)
p

貴
族
院
議
員
は
全
部
之
を
名®

職
S

す
。
 

，

,

.
以
上
の
改
正
喪
件
は
憲
法
第
二
十
四
條
の
規
定
、
即 

ち

T

貴
族
院
ハ
貴
族
院
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
皇
族
、

貴
族
、.
及
勑
任
セ
ラ
レ
タ
ダ
議
員
ヲ
以
テ
組
_

ヌ‘し
て 

|

ふ
原
則
に
は
觸
れ
ざ
る
な
々
。
今(

一)

ょ
ぅ(

九)

に
至 

.ん
¥
:
る
改
正
齋
件
に
つ
い
て
简
單
に
理
曲
を
附
す
べ
し 

(
T
)

由
來
華
族
の
後
裔
に
は
暗
思
無
能
の
人
物
尠
な 

:
し
^
せ
ず
。
然
る
に
單
に
公
候
馓
を
製
撖
し
た
る
が 

|
/*
'
に
當
然
&
族
院
議
員
-^
ら
し
む
る
.が
如
き
事
實
^r

.一

く

燒

倖

に

屬

す

？
斯
か
'る
制
度
は
斷
然
廢
す
る
を
可 

/
ビ
す
る
'も
の
^
,
^

CN。：
.

(

二
.

)
(

三)
同
«
互
選
の
制
度
を
廢
す
る
は
»

の

異

同

.

V
ょ
-=>も
政
觅
又
は
利
蜜
の
离
时
に
重
き
を
徵
く
の
趣 

'
 

意
に
：切■

.つ
：。，
面
し
.て
菩
A
.の
检
留
す
る
所
.は
^
:
财
容 

『

■'
•s

.
 

:

.

.

.

.■
 ■

■,
:

: 

■
.
 

. 

爷

,

，

一

!aMWii!igWBB8W!9BB!W9SiB8
SSMSSSSBIS8S!Bi3SH &

靖

が
ーI

大
選
擧
園
に
分
れ

，
"
.其

のf

は
時
の
政
府
の
政 

綱
を
赞

し
、
他
の
：
一
は
之
に
反
對
す
る
と

恰
，も
衆
議 

院
に
於
け
る

政
府
鐵
ど
在
野
鐵
^
の
如
き
關
係
に
在 

ら
し
め
ん
^
す
る
に
在
り
。
故
に
選
擧
團
の
數
の
少 

な
く
し
て
團
體
員
の
數
の
多
か
&

ん
こ
ど
を
望
ま
ざ 

る
を

#
す

。
圃
體
員
の
少
な
き
は
選
擧
の
實
際
に
於 

.

て
も
不
利
な
る
が
故
に
自
か
ら
小
異
を
捨
て
、
大
同 

に
就
く
の
傾
向
を
酸
成
す
べ
し
。
.

(

四)

有
®
議
員
を
し
て
勅
選
議
員
の
總
數
を
越
ゆ
る 

能
は
ざ
ら
し
む
る
は
後
赉
の
地
位
を
重
か
ら
し
め
ん

 

、

が
爲
め
な
办
。

S

)
(

七)

動
勞
又
は
學
識
に
因
る
勅
選
議
員
の
#
加 

は
多
々
益
々
可
な
5
。
唯
哲
吏
は
本
來
議
員W

し
て
' 

.
適
任
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
典
の
數
を
制
限
す
る
必
要 

?>
る
な
ぅ
。

(

六)

明
白
な
办
。

(

八)

多
額
納
稅
者
を
特
に
貴
族
院
構
成
の
要
素
^
な 

す
は
無
意
義
な
b
o

妨

十

怨

(

三
九
五)

雜錄贽衆雨院論

(

九)
I

衆
議
院
議
員
を
も
名: #

職
ビ
.
な
す
ベ
.
し
ビ
.
の
_

 

あ
ぅ
。..
況
ん
や
貴
族
院
議
員
に.
於
て
を
や
。
衆
_
院 

は
社
會
の
豸
ら
ゆ
る®
f i

の
代
表
潜
を
*
»
す
る
を 

要
す
。
然
る
に
之
を
名
譽
職
ビ
な
さ
ん
か
、
社
會
下 

級
の
遨
は
事
實
上
代
表
者
を
出
すR

因
雛
を
感
ず
る 

場
合
わ
ら
ん
。
之
に
反
し
て
貴
族
院
は
貴
族
な
る
#

 

殊
の
階
級
の
代
表
者
を1

大

要

素

？

し

"

然

ら

ざ

る
 

も
の
、
即
ち
勸
勞
又
は
學
識
に
因
る
刺
選
讖
員
.の
如 

^

も
寧
ろ
當
然
名#

職
f t

る
可
き
も
の
に
し
て
、
又 

之
を
名
譽
職
ビ
す
る
.
.も
何
等
の
支
隊
あ
る
可
か6

ず 

多
額
納
税
議
員
は
予
の
案
に
於
て
は
之
を
全
廢
す
る 

が
故
に
間
題
ビ
な
ら
ず
。

四
衆
議
院
の
構
成
 

衆
議
院
の
構
成
亦
改
正
を
要
す
る
點
尠
な
か
ら
す
。
 

是

れ

選

擧

法

改

JE
の
®

々
問
題
ど
な
れ
ゐ
所
以
に
し
て

 

吾
人
の
主
張
の
二
三
を
摘
記
す
れ
ば
左
の
如
し

。

'

(
1
)

選
擧
權
は
民
間

&
治
思
想
の
普
及
、

公
典
的
精

 

神
の
發
達
に
應
じ
て
絕
え
す
徐
々
に
之
ト
搬
張
し
行

i
ー
铖 

一
二
三



辦

十

卷
0
U

九
六
.

> 

雜
錄
贺
衆
兩
院
論

く
べ
し
。

(

ニ)

或
る
程
度
以
上
の
，敎
育
ぁ
り
、
又

は

1

定
の
納 

稅
資
格
?>
る
獅
身
の
婦
人
に
對
し
て01
擧
權
を
附
與 

す
べ
し
。

.

(

三) 

'
或
る
程
度
以
上
の
敎
育
を
受
け
れ
る
丁
年
以
上 

の
.劣
子
を
し
て
納
税
の
資
格
を
問
极
す
選
擧
權
を
享 

窮
せ
し
む
べ
し
，
 

•

(

四)
1

般
被
選
年
離
を
低
下
し
て
二
十
五
歲
ビ
し
、
 

且
つ
*
#
卒
業
程
度
以
上
の
敎
養
ぁ
る
も
の
は
年
齡 

ニ
十
五
歲
未
滿
S
雖
も
被
選
資
格
を
有
す
る
も
の

 ̂

す
べ
し
。

.(

五)

遞
取
區
制
度
に
關
し
て
は
現
行
の
大
選
擧
區
を 

維
持
し
て
之
に
比
例
代
表
の
原
則
を
適
用
す
る
か
？

. 

然
ら
す
し
て
小
選
舉
區
制
に
復
す
る
か
，
ニ
潜
苏
の 

】

を
擇
ふ
可
き
な
り 

(

六)

戶
別
訪
問
を
禁
止
し
フ
箴
員
候
補
潢
及
び
典
の 

應
拨
衮
を
わ
て
公
開
演
說
若
く

は

文
書
に
依
り
て
政 

見
を
發
«-
せ
し
む
る
外
1
擧
人
を
勸
誘
す
る
能
は
ぶ

s

l

1 

二
四 

A

し
む
べ
し
。
ぐ

. 

:

:

:

左
に(

一
)

ょ

文

六

>
に
_

る
主
張
.に
就
て
现
由
を
：附 

汶
べ
：し

プ

.
.

■,
'
: 

.

ゎ'

(

.1.)

選
擧
權
の
»
張
は
勿
論
吾
人
の
望
む
所
汰
し
て
、

一
殊
に
我
が
國
の
如
く
選
擧
資
格
要
件
の
高
き
に
失
す 

る
は
感
服
せ
ず
。
然
，れ
ど
も1

時
に
大
い
に
選
擧
權 

の
擴
張
を
な
さ
ん
ょ
ぅ
は
、
寧
ろ
絕
え
す
徐
々
に
擴 

張
す
る
を
可
ど
す
。
蓋
し
選
擧
權
櫥
張V」

民
問
政
治 

思
想
"
隨
て
又
公
共
的
糈
神
の
發
達
ど
は
互
に
原
因 

結
果
^
な
り
、
漸
.を
追
ふ
.

H

進
み
行
く
も
の
な
れ
ば 

一

な

b

e
然

絕

ぇ

す

徐

々

に

」

是
れ
吾
人
の
理
恕 

す
る
方
針
な
ぅ
。
 

j  
(

ニ)

英
剧
に
於
て
婦
人
參
政
問
«
の
酿
ん
に
諸
議
せ
.
 

\
ら

る
>

に
至
$

し

は

1

七
九11

年

G
o
d
w
i
n

の
落 

Vindication 

of the 

R
i
g
h
t
s

 of w
o
m
s

 

の
世
に
問 

は
れ
て
ょ
6
以
後
の
事
に
屬
す
。
其
の
後
數
年
を
經 

て
へ
.；！
七
九
七
年)

：

F
o
x

拟
げ
院
に
於
て
上
流
の
婦
人 

が
下
鈒
の
货
子
ょ
-
も̂
«
每
權
の
行
使
^
適
せ
る
を

述
べ
れ
ト
。

1

八
四
八
年
に
は
3
5
ョ

爸

議

會

に

於
 

で
婦
人
の
翁
政
を
辯
譏
し
た
る
が
、
其
の
後
婦
人
參 

政
問
題
の
爲
め
に
#
國
を
續
け
れ
る
はJ

o
h
n

 Stuart 

Mill 

ミ
ル
は
一
八
六
五
年
國
會
議
員
に
選
ば 

れ
て
其
の
所
信
を
貧
徹
せ
ん
ど
し
た
ぅ
。
乃
ち
日
く 

| 

「

婦
人
は
參
政
に
不
適
任
な
ら
す
"
又
危
欧
に
も
ぁ
ら

\ 

ず
。
體
t
の
興
な
る
に
由
h
て
婦
人
に
參
政
權
を
與 

へ
ざ
る
は
課
税V

J

代
表V

J

を
相
伴
は
し
め
來
れ
る
英 

國
古
來
の
傅
說
を
破
る
も
の
な
6」

ど
。
ミA

.

の
後 

J
a
c
o
b

 

Bright 
t

て
婦
人
參
政
運
動
を
促
進
す
。

\ 

1

八
八
四
年
に
はD

e
n
m
a
n

卿
貴
族
院
に
於
て
婦 

人
遂
政
法
案
を
提
出
せ
し
も
"

か

、

る

法

案

は

先

づ 

下
院
に
於
て
議
せ
ら
る
可
き
も
の
な
り
ど
し
て
.多
く 

| 

顧
み
ら
れ
ざ
b
き
。
.

Sir 

G
e
o
”g
e

 

K
e
m
p

氏

の

語

：を 

其
の
備
借
6
て
云
へ
ばr

婦
人
參
政
論
者
は
最
近
三 

十
五
年
問
下
院
に
於
て
，常
時
的
に
多
數
を
占
め
來
れ 

る」

.な
り
。
英
國
に
於
て
斯
の
問
*

の
早
晩
解
決
せ 

ら
る
.可
き
は
明
臼
な
：る
所
れ
办
。
我
が
國
に
於
て
も

第

十

卷

(

H
九
七)

雜

錄

贽
衆
兩
院
論
.

.T:

定
額
の
納
税
を
爲
し
：.又
は
或
る
.猫
度
以
上
の
敎 

養
わ
る
，獨
身
の
.婦
人
に
對
し
て
牌
擧
權
を
附
與
す
嗲 

は
當
然
に
し
て
•

又
必
要
の
.事
な
りW
思
.惟
す
。

:

(

三)

或
る
©

K
以
上
の
敎
育
を
有
す
る
丁
年
以
上
の 

男
子
に
.對
し
其
の
納
税
資
格
の
有
無
に
拘
は
ら
す
選 

擧
權
を
附
與
す
る
は
，_
聖
な
る
投
票
を
增
加
す
る
所 

以
な
ぅ
。
.

*

(

四)

現
在
の
被
■
•

年
齡
は
高
き
に
過
ぐ
。
ニ
十
五 

歲
に
て
可
な
ら
ん
。
又
大
學
卒
業
生
は
其
の
知
見
廣 

く
思
想
堅
實
な
6

ど
！S

め
得
る
を
以
て
年
齡
滿i

一
十 

五
歲
に
達
せ
す
ヾ」

雖
も
猶
之
に
铍
、
«

«
格
を
»
»
す 

ベ
し
。
是
れ
帝
國
立
法
府
に
新
知
識
を
供
給
す
る
所 

以
な
れ
ば
な
6

。.
予
の
案
に
於
て
此
の
特
典
を
附
與 

せ
ん
ど
す
る
も
0-
は
官
私
大
學
の
卒
業
生
に11
:
ま
る
. 

R

あ
ら
す
、
同
程
度
以
上
の
敎
養
わ

b
v
j

認
斌
す
る 

1.

切
の
者
に
及
ぼ
さ
ん
考
な
り*

*•
■

(

五)

大

蒙

區

單

名

投
S

に
し
て
讓
渡
式
を
併
麻 

せ
-ざ
る
時
は
種
々
不
都
合
の
結
姬
を
生
：せ
ざ
る
を
得

婼
{

i
 

r 

ニ
；



谘

十

怨(

一--
*
.九
八)

錄
货
衆
附
院
論

婼
H
M

I 

II

六

'
ず
例
へ
ば
十
人
の
議
員
を
選
出
す
る

1

選
擧
區
に
於 

て

0
M
0
悉
く
叩
に
^

^
を
«

か
し
た
.り
ビ

せ
ょ 

常
選
赉
はE

-
1

人
に
止
ま
.る
の
奇
觀
を
虽
せ
ん
°
又 

普
爾
の
大
選
煨
區
連
名
投
禀
制
度
に
於
て
は
多
數
黨 

は
議
員
の
全
部
を
獨
占
し
"
少
數
黨
は
一
人
の
代
表 

潘
を
も
選
出
す
る
能
は
ざ
る
場
合̂
ら
ん
。
是
れ
亦 

不
都
合
な
り
。
是
を
以
て
大
選
擧K
制
度
を
採
用
せ 

ん
ビ
な
ら
ば
此
例
代
表
の
原
則
を
適
用
す
る
を
要
す 

苦
し
典
の
烦
を
避
け
ん
ビ
な
ら
ば
寧
ろ
少
選
擧
區
制 

度
を
拢
用
す
る
に
若
か
ざ
る
な6
。
單
に
理
想
ょ
$
 

す
れ
ば
釜
國
'を一

大
選
擧
區
ど
な
す
を
可
ど
す
。
.
然 

れ
ど
も
全
國
女
幾
多
の
選
^
區
に
分
劃
す
る
は
固
ょ 

り
選
擧
を
行
ふ
實
際0
便
宜
を
考
べ
て
の
事
な6
:° 

果
し
て
然
ら
ば
實
行
的
惯
値
の
最
も
大
な
る
小
選
擧 

區
制
度
を
採
用
す
る
は
寧
ろ
自
然
の
勢S

謂
ふ
べ 

し

。
菩
人
は
唯
現
行
制
度
の
如
き
不
徹
底
の
制
度
を 

、

赞
す
る
能
は
ざ
る
の
み
。

(

六)

戶
別
訪
問
を
諸
す
るii
f

t

t

ltt
候
補
新
の
.選

舉
人
に
對
す
る
態
度
を
：

1

變
せ
し
め
ん
が
爲め

f
 

從
來
0

f

、
举
身
低
頭
良
管
叩
頭
の
多
き
を
以
て 

有
權
者
の
觀
心
を
質
は
ん
ヒ
す
る
が
如
き
決
し
て
講 

員
の
地
位
を
向
上
せ
し
む
る
所
以
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。 

選
*

人
の
知
ら
ん
'̂
し
、
聞
炉
ん
ビ
す
る
は
候
補*
 

の
政
見
な
.

CS、

興
の
抱
負
な
而
し
て
候
補
洛
若 

し
其
の
政
見
、
其
の
抱
負
を
選
擧
人
に
傅
へ
ん
ど
欲 

せ
ば
"

公
開
演
說
に
依
る
べ
し
，
.又
文
書
を
以
て
す 

べ
し
。
叩
頭
を
耍
せ
す"
追
從
を
要
せ
ざ
る
な
り
。

五
衆
議
院
議
長 

.

故
星
亨
は
丰
腕
餘
ぅ
て
剛
腹
に
過
ぎ
れ
飭

LT
!

議 

長
饒
舌
を
以
て
議
場
を
脤
は
す
。
片
岡
健
吉
、
松
田
正
. 

久
.の
.
比
較
的
無
難
なb

し
は
其
の
德
盤
に
因
る
可
く" 

■又
興
の
穩
健
な
る
議
長
振b

の
賜
ど
も
見
る
ベ
、し
。
仍 

て
惟
ふ
に
議
長
^
し
て
は
相
當
に
德
望
な
か
る
可
か
ら 

t

剛
腹
な
る
可
か
ら
す
、
饒©

な
る
可
.沪
&

ず
"
而 

丨
し
"て
殊
に
公
平§
健

不

偏

不

黨

な

ら

ざ

.，.る

可
炉
&

t
。
 

英
國
.の
下
院
議
長
は
多
數
黨
選
ば

^

〜

の
例
な
:|
1
1
:

と
も
い
然
か
も
；

1

度
議
長
席
に
着
か
ん
が
、
、
彼
が
胸
中 

唯
其
の
措
遛
の
公
碓
不
偏
な
ら
ん
こ̂:
を
希
ふ
0

み
：

1

八
七
〇
年
頃
ま
で
は
、
全
院
委
員
會
開
會
中
議
長
は 

屢
々
討
議
に
加
は
b

た
る
こ
S
あ
分
し
も
、
今
日
•に
於 

て
は
議
提
.が
委
員
會
に
て
意
見
を
吐
露
し
"
又
は
表
決 

に
加
は
る
が
如
き
餓
長
匕
し.て
0 '
絕
對
的
不
偏
不
黨
性 

ミ
矛
/8
す
る
も
の
ヒ
'考

へ

&

る

、
な

り

.。
，
さ

れ

ば

今

日
 

議
長
は
可
‘否
同
數
の
場
合
に
破
衡
投
禀
を
餘
儀
な
く
せ 

6

る
、
の
み
。.
然
炉
も
此
の
場
合
.に
臨
み
て
き
へ議
長 

.は
自
己1

身
の
獨
斷
に
基
き
て
投
禀
を
爲
す
に
あ
ら
ず 

或
は
議
院
の
先
例
に
則
或
は
憲
法
上
の
原
則
に
基 

き
て
投
翦
を
決
す
る
も
の
な&

€
云
ふ
。
是
れ
全
く
神 

_

な
る
曝
提
の
地
位
を
汚
さ
し
め
ん
^
の
念
慮
に 

出
づ
る
な
ぅ
。
さ
れ
ば
先
年
國
會
法
^
於
て
金
餞
法
案 

の
認
定
を
下
院
議
長
の
，權
能
に
風
せ
し
む
る
や
議
長
を 

し
て
政
爭
の
渦
中
に
投
せ
し
む
る
も'の
な
ら
.ミ
て
之
を 

*

す
る
も
の
6

り
き
。
大
に
理
由
6

る
こ
ビ
V
.U
信
ず
る

な
.

CN。

-、鲚

十

餘

(

三
九
ん)

’

雜

‘
_錄

-
货
衆
兩
烷
鯰

:

«
つ
て
我
：が
國
の
衆
纖
：院
を
見
る
に
、
議
長
に
權
威 

な
く
、.議
員
に
節
制
な
し
。
裳
に
遺
慽
な
或
は
英 

國
に
て
も
以
前
は
此
か
如
し
"
現
に
塊
匈
國
の
如
き
il
l
 

場
の
昆
亂
我
ょ
.り
も
甚
し
き
も
のp

て
自
か
ら
を 

.辯
滕
す
る
も
の
.
^
.ら
ん
.か
な
れ
と
も
、
^/
く

の

如

..き
^
_ 

足
主
_

樂
觀
主
義
は
立
憲
政
治
の
敵
々̂

>

o «
な
o

d
 

吾
人
は
唯
進
む
の.1

途
あ
る
の
み
。
退
い
て
守
る
の
前 

幾多の建設どを要す。

：

4
C
,

議
院
の
活
動 

佛
蘭
西
.に
.於
て
は
.

1
.

八
七
五
年
七
月
十
六
日
の
基
本 

法
，に
於
て
.上
下
兩
院
の
自
動
的
集
會
'の
場
合
を
規
定
せ

ぅ
。
例
へ
ば
发
の
如
し
。
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d
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第
三
條
第
三
項)

英
國
の
.國
會
も
亦
自
動
的
に
集
會
す
る
場
合̂?
p M

a
y

 

の 

P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
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f Ilth' e

d
。
p. 
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に
次

ぎ
の
如
く
記
せ
ち
。
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我
が
國
の
憲
法
は
雨
院
の
自
動
的
に
集
會
す
る
場
合
を 

認
め
ず
。
憲
法
第
七
條
に「

天
皇
は
帝
國
議
會
を
召
集 

し
： "

其
の
開
會
停
會
及
衆
議
院
の
解
散
を
命
す

」

■ 

S規 

定
せ
る
の
み
。
議
院
の
成
立
は
議
院
活
動
の
前
提
に
し 

て
、
議
會
の
召
集
は
議
院
成
立
の
前
提
な6
。
召
集
の
：
 

勅
諭
は
集
會
の
期
日
の
少
な
：く
^
も
四
十
日
前
に
之
を 

發
す
。
議
員
は
召
集
の
勅
論
に
指
定
し
れ
る
期
日
に
各 

議
院
の
會
堂
に
集
會
す
。
集
會
し
た
るa
員
は
議
院
法 

第1.11

條
及
第
四
條
若
く
は
第
四
條
の
手
續
を
了
し
て
始 

め
，て
議
院
の
成
立
を
見
る
。_開
會
：を
以
で
議
院
活
動0

第
三
城
、

1

二
八

始
期
ご
な
す
。
議
院
活
動
期
に
入
る
ど•同
時
R

議
員
は 

憲
法
第
$
士一

條
及
第
五
十
三
條
の
權
刺
を
現
實
に
莩 

有
す
®院

旣
に
活
動
期
に
入
ぅ"
自
主
的
に】

時
活
動
を 

休
丘
す
る
は
休
會
な
ぅ
。
議
院
旣
に
活
動
期
に
入
-
^
、 

受
働
的
に〗

時
活
動
を
停
此
す
る
は
是
れ
停
會
な
办
。 

議
院
の
成
立
を
失
は
し
め
"
隨
つ
て
議
院
の
活
動
を
全 

ぐ
終
鴆
せ
し
む
る
は
是
れ_
會
な
&
。
任
期
の
滿r
に 

先
ち
.議
員
の
存
立
.を
失
は
し
め
、
隨
つ
て
議
院
の
活
動 

を
全
く
終
媳
せ
し
む
る
は
是
れ
解
散
な6
。
後
の
ニ
個 

0'
、

場
合
を
議
院
活
動
の
終
期

VJ

す
。
解
散
の
場
合
及
び 

會
期
延
長
の
場
合
を
除
き
、
議
院
の
活
動
期
は
三
ヶ
月 

な
ぅ
。
此
短
期
間
に
國
家
の
豫
算
を
議
し
、
凡
百
の
_
 

案
を
®

議
せ
ん
ど
す
。
駄
辯
を
莽
し
*
兒
戯
に
類
す
る 

滑
稽
を
演
ず
る
の
餘
暇
な
き
喾
な&
す
や
？
嗷
。

(

ニ
月
稿)

:

’

，
英

國
0

土

地

法
.

I

-

'

ぐ
.

,

パ

,

;•
山

：

崎

宗

直

:

I

藻
國
土
地
法
硏
究
の
必
要‘

英

國

の

土

地

，
法

は

"

他

の

總

て

の

英

國

の

法

律

制

度 

の

如

く

繁

雜

錯

綜

限

な

く

ノ

.現

今

も

尙

ほ

未

た

數

茛

年 

前
の
遺
物
た
る
封
建
锏
度
の
痕
跡
を
殘
留
し
1

見
し 

た
，る
所
.に

て

殆

ん

ヒ

無

意

味

な

る

か

如

く

見

§

,
る

雖
 

も
"
其
實
大
R
趣
味
あ
る
幾
多
の
所
有
權
の
區
別
或
は 

,

其
他
種
々
な
る

.

地
主
^
借
地
人
の
關
係
な
と
わ
る
が 

未
れ
#
て

我

國

の

民

法

の

、
如

き

法

典

に

侬

&
て
統J

せ 

ら
れ
た
る
こ
ミ
な
く
'
普
通
法
の
外
は
必
要
に
應
し
て 

數
有
年
間
に
亩
1
6
.發
布
せ
ち
れ
^
る
，
單

行

法

令

の

あ

る 

の
み
:̂
;^
か
故
.に
、
,其
'研
究
は
興
味
律
々
S
じ
て
盡
き 

さ
れ
S
又
甚
た
容
易
の
業
に
あ
ら
さ
る
f

。
然
れ
S 

\

之
加
か
智
識
は 
> 
英
國
憲
法
史
例：

へ
拟
樞
密
惋
及

婼

十

嘞

ぺ

四

.0
C

雜

錄

苑

國

-
-<
?
>
土

啤

法 貴

族

院

の

起

源

或

は

選

擧

法

の

如

き

"

又

は

英
國
經
濟 

史
例
へ
は
莊
園
及
都
會
の
發
應
或
は
救
貧
法
の
如
き
ノ
：
 

又
は
現
代
の
種
令
な
.る
政
治
問
®
例
へ
は
總
て
の
自
曲 

黨
の
貴
族
院
攻
擊
の
根
底
或
は
今
囘
，の
戰
领
終
了
後
必 

&
す
苒
び
大
問
題
の1

つ
ど
な
る
ベ
き
土
地
政
胄
1

り
 

j

例
へ
は
地
主
及
小
作
人
の
關
係
、
土
地
課
稅
、
土
地
國 
\

有
及
勞
働
者
間
題
等(

此
等
の
皿
に
就
き
て
は
予
輩
.

一
は
他
日
改
め
て
意
見
を
發
表
す
る
，のa

あ
る
を
期
す)

|

の
如
き
、
恃
土
地
を
興
极
據
ビ
せ
る
も
の
な
る
か
故
に 

此
等
の
1

の
研
究
及
解
決
に
はr

日
も
缺
X
可
ら
さ 

る
鲛
の
^
す

、

然

れ.̂
も

此

小

論

文

は

英

國

物

橫

法

の 

概
略
に
あ
ら
す
，
故
に
英
a
の
不
動
産
法
を
詳
細
に
研 

究
せ
ら
れ
む
/ヒ
欲
す
る
諸
君
は
左
記
の
參
考
書
に
就
き 

一
進
ん
て
攻
究
せ
&
:れ

む

こ

？

を

希

蓮

し

'

予

輩

は

玆

に 

は
只
た
前
述
の
如
き
諸
問
題
の
解
釋
に
必
嬰
な
る
限
度 

に
於
て
"
.古
來
よ
4
現

今

.に

至

る

間

の

英

國

の

土

地

法 

及

之
'に

關

聯

し

て

其

說

明
R
.必

要

な

る

範

圍

內

に

於

て 

英

國

上

古

の.社

會

組

識

、
.，

雄

制

度

及

莊

園

の

1

般

に

0
M 

I 

ニ 
.九


